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本事業への参加者は 2ElITJJを通して総勢 94

名であった。 1El日はEE!村高等学校柔道部を中

心に， 34名が参加した。 2日目は前日同様， I王i

村高等学校柔道部が中心であったが，東北高等

学校， 日本大学東北高等学校など県内外の小学

生から高校生など60名が参加した。

5. 参加者

1.はじめに

本学柔道部では，東日本大震災の被災地域で

ある岩手県・宮城県・福島県の 3県を対象に，

地域活力の復興とコミュニティの活性化を白的

として， I東北3県柔道キャラパンJ(以下，本

事業)を実施した。この事業は当該地域の子ど

も達に対して柔道指導を行うとともに本学柔道

部がこれまで蓄積してきた柔道指導法研究の成

果を地域の柔道指導者に伝達するものである。

本稿では平成 28年 12月26E1から 2日間に

わたって実施された本事業の報告を行う。

実施期間2. 

6. 実施内容
平成 28年 12月26El (月)~ 12月27日(火)

12 月 26 日(J~)

整列・挨拶

増地氏より本事業の趣旨について説1~3が行わ

れ，講師陣の紹介が行われた。

14 : 10 準備体操

m村高等学校柔道部の指揮によって準備運動
が行われた。

14 : 30 回技における“秋本返し"の講習

秋本氏により

なお， “秋本返しじ" とは秋本氏が現役i時I時寺代に得

意としていたi回茜技でで、ある O
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υ
ハ
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3. 実施場所

福島県立田村高等学校(福島県田村~~~三春町

字持合:WI135)

4. 講師

①増地克之(体育系准教授)

②小野卓志(体育系特任助教)

③秋本啓之(了徳寺大学;平成23年修了)

④架野靖浩(平成 27年修了)

⑤)11戸湧塩(大学体育スポーツ高度化共同専攻
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1~ll 秋本氏による“秋本返し"の誹溜

15 : 10 投技の講習

はじめに小野氏より「内股Jの講習が行われ，

続けて秋本氏より「背負投jの講習が行われた。

16 : 00 白出稽古

講師 I~II全員が参加し参加者との自 E!:l稽古が

行われた。 I~I 1:1:1稽，~ïでは 4 分 lIlj の乱取を 12 本

実施し 1711寺に本ElのEl程を修了した。

12月27EI (火)

9 : 00整列・挨拶

参加者が昨日よりも増えたため，改めて増地

氏より本事業の趣旨について説明が行われ，講

師陣の紹介が行われた0

9 : 10 準備体操

111村高等学校柔道部の指揮によって準備運動

が行われた

9 : 30 講話

小野氏，秋本氏，架野氏，三戸氏から柔道に

対する取り組み方についての講話が行われた。

10 : 20 

1司技の講習

長倉氏.三戸氏より田技における返し方につ

いて講習が行われた。

11 : 00 自由稽古

;非自nîl~II全員が参加し参加者との I~l 出稽古が

行われた。 I~! 出稽古では 2分間の乱取を 20本

実施し 1211寺にすべての日程が修了した。

7. 総括

昨年のT~I1干しm~ スポーツセンターに引き続き，

@2  講師(三戸氏)による講話

2年続けての福島訪問となった。 両日とも，本

学柔道部がこれまでに蓄積してきた技術ならび

に指導方法研究の成果を伝達することができ

た。特に今IITIの主な参加者は高校生であったた

め， より発展 l'l~ かつ実践的な技術の指導となっ

た。指導者においては我々の指導の様子をタブ

レット端末などで誠影し一連の指導について

記録を行なってもらったことも新しい4文り組み

である。

今年度で4年目を迎えるこの取り組みである

が，毎年のことながら，子ども達の熱心に学ぶ

姿，真撃に柔道に取り組む姿に感動をさせられ

た。また指導者においても，私たちが子ども達

に行った指導方法あるいは指導をするi僚のポイ

ントについて熱心に学んでいただしEている様子

があり，我々としては微力ながらも被災地域に

おける柔道環境の復興の一助になっている実感

を得られつつある。

東日本大震災から 6年が経過し被災地にお

いては復旧から復興そして発展と元の生活を取

り戻しつつあるが， まだまだその道は半ばでで

はないだろうか。一度失われた地域の活力は 6

年という 11寺17jJを経過しでも完全に取り戻すには

まだ11寺17，¥Jが必要となるのではないだろうか。今

後も引き続台東北3県における柔道の普及，

振興，発展に注力していきたし ¥0

最後に.本事業の実施にご尽力をいただいた

関係各位に御礼を申し上げて.報告?とさせてい

ただく。
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